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秋
の
気
配
が
ひ
ま
し
に

随所に好プレーの見られた部落別対抗バレーポール大会

濃
く
な
り
、
夜
に
な
る
と

虫
の
合
唱
に
耳
を
か
た
む

け
る
今
日
こ
の
ご
ろ
で
す
。

い
よ
い
よ
ス
ポ
ー
ツ
に

絶
好
の
季
節
が
や
っ
て
き

ま
し
た
。
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

大
会
を
皮
切
り
に
、
野
球

大
会
や
、
体
育
祭
と
、
体

育
行
事
も
め
じ
ろ
お
し
、

お
お
く
の
人
が
参
加
し
体

力
向
上
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

7，7 1 4人

3，8 3 2人

3， 8 8 2人

2，0 3 8戸
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健康で明るい暮らしを守る

社会保障制度

広町和

私
た
ち
は
住
み
よ
い
社
会
、
明
る
い
幸
福
な
家
庭
を
誰
で

も
望
ん
で
い
ま
す
が
、
そ
の
生
活
も
健
康
で
な
け
れ
ば
築
く

乙
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

国
民
健
康
保
険
は
、
病
気
や
ケ
ガ
の
時
、
私
た
ち
の
経
済

的
な
負
担
を
少
し
で
も
軽
く
す
る
よ
う
、
収
入
に
応
じ
て
保

険
税
を
出
し
合
い
、
国
の
補
助
と
合
わ
せ
て
医
療
費
に
充
て

よ
う
と
い
う
相
互
扶
助
を
目
的
に
生
ま
れ
た
制
度
で
す
。

零
細
企
業
に
勤
め
る
人
や
自
営
業
者
(
農
業
を
含
台
)
な

ど
は
国
民
健
康
保
険
K
加
入
し
当
町
加
入
率
は
、
四
十
七
パ

ー
セ
ン
ト
に
も
な
り
ま
す
。
今
月
は
こ
の
国
民
健
康
保
険
制

度
の
し
く
み
に
つ
い
て
説
明
い
た
し
ま
す
。

保
険
給
付
に
つ
い
て

※
国
保
(
国
民
健
康
保
険
H
以
下
国

保
と
略
し
ま
す
)
に
加
入
す
る
と
保

険
証
が
交
付
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
は
被

保
険
者
(
保
険
加
入
者
)
で
あ
る
と

い
う
証
明
で
あ
り
、
医
者
に
か
か
っ

た
と
き
、
私
た
ち
は
そ
の
窓
口
K
保

険
証
を
出
し
さ
え
す
れ
ば
、
そ
の
と

き
か
か
っ
た
医
療
費
の
三
割
を
自
分

で
負
担
す
る
だ
け
で
治
療
を
受
け
ら

れ
ま
す
。
残
り
七
割
は
国
保
で
負
担

さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

な
お
、
次
の
よ
う
な
給
付
も
あ
句

ま
す
。

※
高
額
療
養
費
の
支
給

一
つ
の
病
院
で
一
箇
月
に
三
万
九

千
円
の
自
己
負
担
額
を
こ
え
た
場
合
、

そ
の
こ
え
た
分
は
全
額
国
保
で
負
担

さ
れ
ま
す
。

※
助
産
費
支
給
四
万
円
も

被
保
墜
官
資
格
の
あ
る
女
子
が
、

妊
娠
四
ヶ
月
を
こ
え
出
産
し
た
場
合

四
万
円
の
助
産
費
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

審
査
結
果
の
連
絡
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医療費の請求

※
葬
祭
費
の
支
給
も

被
保
険
者
が
死
亡
し
た
場
合
、
そ

の
葬
祭
を
行
う
人
民
対
し
て
、
葬
祭

費
と
し
て
一
万
円
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

医
療
費
の
む
だ
使
い
は

保
険
給
付
や
医
療
に
つ
い
て
わ
か

ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
‘
役

場
国
保
係
(
電
話
一
一
一
一
一
番
)
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

し
て
い
ま
せ
ん
か
p

国
保
税
の
カ
ギ
は

み
な
さ
ん
の
手
に

国
保
税
額
は
、
み
な
さ
ん
が
医
者

に
か
か
る
「
医
療
費
」
を
基
準
に
し

て
算
出
さ
れ
ま
す
。

み
位
さ
ん
が
支
払
っ
た
医
療
費
か

ら
国
の
補
助
を
差
し
引
い
た
分
を
、

保
険
税
と
し
て
み
な
さ
ん
が
負
担
す

る
し
く
み
で
す
。

医
療
費
が
基
準
で
、
こ
れ
に
前
年

の
所
得
(
所
得
割
額
)
固
定
資
産
税

(
資
産
割
額
)
家
族
の
人
数
(
被
保

墜
官
均
等
割
)
世
帯
別
平
等
割
税
額

な
ど
に
よ
り
保
険
税
が
算
出
さ
れ
る

わ
け
で
、
よ
う
す
る
に
税
は
み
な
さ

ん
が
決
め
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。
む
や
み
に
医
者
の
は
し
と

国保連合会

(審査委員会 7
保険医



を
し
た
わ
、
時
間
外
で
か
か
っ
た
り

が
医
療
費
の
増
加
、
税
の
値
上
が
り

と
な
ち
ま
す
の
で
御
注
意
を
:
:
:
。

均
十
三
万
一
千
円
、
昨
年
度
よ
り
十

パ
ー
セ
ン
ト
多
く
見
込
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
今
年
度
保
険
税
最
高
限
度
額

は
十
七
万
円
、
最
底
一
万
一
千
二
百

十
五
円
に
な
り
、
一
世
帯
当
り
、
平

均
六
万
八
干
二
百
円
、
一
人
当
り
、

平
均
二
万
三
百
円
負
担
じ
て
い
た
だ

く
勘
定
に
な
り
ま
す
。
医
療
費
は
年

々
上
が
る
一
万
で
す
。
薬
の
乱
用
を

さ
け
、
早
期
発
見
、
早
期
治
療
を
心

が
け
ま
し
ょ
う
。

今
年
度
医
療
費
は
・
・

税
額
は
・
・
?
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昭
和
五
十
二
年
度
後
期
検
察
審
査
員
に

小
林
み
ど
り
さ
ん
選
ば
れ
る

検
察
審
査
員
と
い
之
一
国
葉
を
初
め

て
耳
に
す
る
人
が
多
い
か
と
思
い
ま

す
。
審
査
員
の
選
任
、
審
査
会
の
し

く
み
と
は
た
ら
き
な
ど
に
つ
い
て
ち

ょ
っ
と
ふ
れ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

検
窓
審
査
員
は
、
市
町
村
の
選
挙

管
理
委
員
会
が
、
選
挙
人
名
簿
を
も

と
に
、
く
じ
で
検
察
審
査
員
の
候
補

者
を
選
び
ま
す
。
そ
の
中
か
ら
、
検

察
審
査
会
事
務
局
長
が
再
び
く
じ
で

検
察
審
査
員
を
決
め
、
本
人
の
希
望

の
あ
る
な
し
は
問
わ
ず
選
任
い
た
し

ま
す
。
審
査
員
の
仕
事
は
、
町
民
と

十
二
月
か
ら

福
祉
年
金
の
支
払
月
変
更

福
祉
年
金
の
支
払
月
は
今
ま
で
、
て
は
十
一
月
か
ら
守
弦
い
を
受
け
る

一
月
、
五
月
、
九
月
と
さ
れ
て
い
ま
こ
と
が
で
き
る
ほ
か
、
支
払
い
の
閉

し
た
が
、
盆
や
暮
な
ど
に
間
に
合
う
始
自
に
つ
い
て
も
、
今
ま
で
は
六
日

ょ
う
、
四
月
、
八
月
、
十
二
月
比
変
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
今
後
は
十

更
さ
れ
、
今
年
の
十
二
月
の
支
払
い
一
自
民
牽
史
さ
れ
ま
す
。

分
か
ら
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
な
お
亦
賞
さ
れ
た
最
初
の
支
払
月

し
た
。

で
あ
る
今
年
の
十
二
月
支
払
い
分
に

ま
た
、
十
二
月
の
支
払
い
に
つ
い
つ
い
て
は
、
九
月
K
八
月
分
ま
で
の

年
金
を
支
払
う
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
の
で
、
九
月
、
十
月
、

十
一
月
の
三
箇
月
分
の
年
金
が

支
払
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

し
て
の
健
全
な
常
識
ら
備
え
て
い
れ

ば
十
分
果
た
す
こ
と
が
で
き
、
法
律

な
ど
の
特
別
の
知
識
は
ま
っ
た
く
必

要
あ
り
ま
せ
ん
。

検
察
審
査
員
、
補
充
員
の
任
期
は

六
ヶ
月
で
、
そ
の
間
審
査
会
議
陀
出

席
す
る
回
数
は
、
二
回
か
三
回
ぐ
ら

い
で
す
。

検
察
審
査
会
の
し
く
み
と
は
た
ら

き
は
、
広
く
選
挙
権
の
あ
る
人
の
中

か
ら
選
ば
れ
た
検
察
審
査
員
が
、
一

般
の
国
民
を
代
表
し
て
、
検
察
官
が

事
件
を
起
訴
し
な
か
っ
た
こ
と
(
不

支
払
月

q
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支
払
わ
れ
る
月
分
一
支
払
開
始
日

8
、
9
、刊、
-
H
月
一
日
月
日
日

ロ、

1
、
2
、
3
月一
4
月
日
日

4
、
5
、
6
、
7
月一

8
月
日
日

起
訴
処
分
)
の
よ
し
あ
し
を
審
査
す

る
の
を
主
な
仕
事
と
す
る
と
こ
ろ
で

す
。
刑
事
事
件
で
は
、
裁
判
所
は
、

検
察
官
が
起
訴
し
た
事
件
に
つ
い
て

だ
け
裁
判
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
が

原
則
で
す
が
、
起
訴
す
る
の
が
相
当

と
思
わ
れ
る
件
を
検
察
官
が
不
起
訴

に
し
て
し
ま
っ
た
な
ら
ば
、
犯
人
を

処
罰
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う

不
ム
口
理
な
こ
と
に
な
り
ま
す
。
乙
の

大
切
な
検
察
官
の
仕
事
K
国
民
の
常

識
的
な
意
見
を
反
映
さ
せ
、
こ
れ
を

明
る
く
正
し
く
し
よ
う
と
す
る
目
的

で
設
け
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。

検
察
審
査
会
は
、
全
国
の
地
方
裁

到
肋
と
お
も
な
地
方
議
判
所
支
部
の

所
在
地
に
も
う
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

乗
用
農
機
具
に

ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
を
ル
・

農
業
の
機
械
化
が
進
み
大
型
機
械

(
ト
ラ
ク
タ
ー
)
(
パ
イ
ン
ダ
)
等

を
所
有
す
る
人
が
多
く
な
っ
て
き
ま

し
た
。
道
路
を
走
/
灯
す
る
と
き
は
、

ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
を
つ
け
な
け
れ

ば
走
/
打
で
き
な
い
こ
と
が
道
路
車
輔

導
培
法
で
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
の
取
り
つ
げ

て
な
い
草
花
乗
り
事
故
を
お
ζ

し
た

受
口
、
所
有
者
民
不
利
益
が
生
じ
ま

す
。
必
ず
ナ
ン
バ

ー
プ
レ
ー
ト
を
つ

け
て
走
行
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
は
役

場
腕
務
課
で
発
/
灯
し
て
い
ま
す
。



(4) 

九
月
十
五
日
の
「
敬
老
の
日
」
か

ら
二
十
一
日
ま
で
第
二
十
七
回
老
人

福
祉
週
間
で
す
。

多
年
に
わ
た
り
社
会
に
つ
く
し
て

き
た
老
人
を
敬
愛
し
、
長
寿
を
お
祝

い
し
ま
し
ょ
う
。

わ
が
国
の
平
均
寿
命
も
年
々
の
ぴ

全
国
平
均
で
、
女
(
七
十
七
、
三
五

事
男
(
七
十
二
、
一
五
歳
)
と
世

界
で
も
指
折
り
の
長
寿
国
と
な
り
ま

し
た
。

町内で夫婦健在地 1
河西部落に住む小野間
観諦さん夫婦

町
内
民
在
住
す
る
六
十
五
歳
以
上

の
老
人
は
九
河
一
日
現
在
で
五
百
八

十
四
名
に
な
り
町
で
は
老
人
福
祉
週

間
に
ち
な
み
、
米
寿
を
迎
え
た
万
に

は
金
杯
を
、
七
十
五
歳
以
上
の
方
に

は
七
千
円
の
年
金
支
給
を
、
ま
た
、

六
十
五
歳
以
上
の
方
に
は
敬
老
会
の

費
用
と
し
て
二
千
円
を
補
助
し
長
寿

を
お
祝
い
す
る
計
画
で
す
。

ω肥
満
を
防
ぐ

ω適
度
の
運
動
を
す
る

ω栄
養
を
ま
ん
べ
ん
な
く
と
る

ωス
ト
レ
ス
を
う
ま
く
解
消
す
る

ωよ
く
眠
る

以
上
の
こ
と
が
長
生
き
の
秘
訣
で

す
。
老
人
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
家
族
の

万
は
、
老
人
食
に
充
分
気
を
つ
け
て

健
康
で
長
生
き
す
る
よ
う
協
力
し
ま

し
ょ
う
。

順位 氏 名 年令性別部落名

七原(まさての)どと 9 6 女 河東中島

伊藤(秀広い蔵)せ 9 5 女 紙漉阿原

内勝(あ久さ〉の 9 2 女 築地新居

小野(玄間忍り 7う 9 1 女 河 西

小野間観諦 H口凸U I E用E 1/ 5 I .. ~(玄忍〕

米山烹づよ 8 9 女 西条一区
ぺ c'-穆)

貝瀬り う 女西条新田7 I ~ "'e誠〕

伊藤f一啓郎造F 8 7 男 紙漉阿原

中沢(は博ま)の 8 7 女 西条一区

o 野望沢弄([国芳寿盟実男夫こ)百) 志 8 7 小 8 7 女 飯 喰1 1 

笠井 8 7 男 河東中島1 2 方

敬称略

町内長寿者上位 12傑

総
合
第
五
位

第
二
十
八
回
中
巨
摩
郡
体
育
祭

( )内11.世帯主

郡
体
育
協
会
主
催
の
第
二
十
八
回

中
巨
摩
郡
体
育
祭
は
、
去
る
七
月
二

十
四
日
、
十
一
町
村
の
参
加
で
田
富

町
を
主
会
場
花
開
催
さ
れ
得
点
競
技

二
十
三
種
目
に
わ
た
り
炎
天
下
の
中

で
熱
戦
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

本
町
は
総
合
五
位
の
成
績
に
終
り

ま
し
た
が
、
女
子
テ
ニ
ス
、
ハ
ン
ド

ボ
ー
ル
、
銃
剣
道
な
ど
の
一
部
の
種

目
は
優
勝
し
、
日
と
ろ
の
練
習
の
成

果
を
十
分
発
揮
し
輝
か
し
い
成
績
を

残
し
ま
し
た
。

合
同
成
績
総
合
五
位

種
目
別

女
子
テ
ニ
ス
、
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
、

銃
剣
道
優
勝
、
女
子
陸
上
準
優
勝

バ
ス
ケ
ッ
ト
部
男
子
、
パ
ト
ミ
ン

ト
ン
女
子
三
位

※
陸
上
競
技
は
男
子
四
位
、
女
子
準

優
勝
の
成
績
を
お
さ
め
、
三
位
ま
で

の
入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

(
敬
称
略
)

三
十
歳
台
男
子
一

0
0
メ
ー
ト
ル

優

勝

武

井

裕

司

五
十
歳
台
男
子
一

0
0
メ
ー
ト
ル

準
優
勝
中
込
孝
一

※
男
子
リ
レ

l

優
勝

一
般
女
子
一

0
0
メ
ー
ト
ル

第
三
位
杉
山
利
子

一
般
女
子
八

0
0
メ
ー
ト
ル

準
優
勝
杉
山
利
子

※
女
子
リ
レ

l

優
勝

三
十
歳
台
定
幅
跳

準

優

勝

井

口

健

第
三
位
武
井
裕
司

四
十
歳
台
砲
丸
投

優

勝

鷹

野

敏

夫

準

優

勝

田

中

満

水
泳
五
十
歳
以
上

五
十
メ
ー
ト
ル
自
由
形

準
優
勝
桑
原
丑
寅

な
お
総
合
順
位
は
白
根
町
、
櫛
形

町
、
敷
島
町
、
竜
王
町
、
昭
和
町
、

の
順
で
し
た
。



厚
生
年
金
積
立
金
被
保
険
者
住
宅

転
貸
融
資
制
度
を
利
用
し
ま
し
ょ
う

と
の
制
度
は
、
自
分
で
住
h
u
た
め
害
者
を
含
め
て
三
人
以
上
の
親
族
が

の
住
宅
を
新
築
購
入
ま
た
は
増
改
築
同
居
す
る
場
合
と
、
六
人
以
上
の
親

す
る
た
め
に
必
要
な
資
金
を
融
資
す
族
が
同
居
す
る
場
合
は
百
五
十
平
方

園、る
制
度
で
す
。
資
金
の
貸
付
け
は
、
メ
ー
ト
ル
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
年
金
福
祉
事
業
団
か
ら
事
業
主
に
対
そ
の
ほ
か
、
一
年
以
内
に
新
築
さ

一
し
で
行
わ
れ
、
ぞ
の
資
金
を
転
貸
し
れ
た
建
物
で
、
人
の
居
住
の
用
に
供

一
の
方
法
で
被
保
険
者
に
貸
付
け
る
こ
し
た
こ
と
の
な
い
住
宅
の
購
入
資
金

一
と
に
な
り
ま
す
。
貸
付
け
を
受
け
ら
ま
た
は
借
入
申
込
旦
則
三
年
以
上
十

:
一
れ
る
被
保
険
者
は
、
現
に
厚
生
年
金
年
以
内
K
建
築
さ
れ
た
耐
火
構
造
で

E
一
の
被
保
険
者
で
、
加
入
期
闘
が
五
年
あ
る
中
古
住
・
宗
購
入
資
金
と
、
居
住

一
以
上
あ
る
人
で
す
。
融
資
の
対
象
と
面
積
四
十
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
の
増

町
一
な
る
の
は
、
新
警
仕
宗
資
金
で
三
十
改
築
資
金
が
あ
り
ま
す
。
償
覇
間

一
平
方
メ
ー
ト
ル
以
下
の
建
物
で
す
が
、
は
、
木
造
住
宅
十
八
年
以
内
で
、
耐

l
一
六
十
才
以
上
の
老
人
ま
た
は
心
身
障
火
、
簡
易
耐
火
住
宅
は
二
十
五
年
以

事
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内
、
増
改
築
住
宅
は
十
年
で
、
金
利

は
年
六
、
ニ
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
っ
て

い
ま
す
。
貸
付
限
度
額
は
被
保
険
者

の
加
入
期
間
の
別
に
よ
り
五
年
以
上

十
年
未
満
は
三
百
万
円
、
十
年
以
上

二
十
年
未
満
は
四
百
万
円
、
二
十
年

以
上
は
四
百
五
十
万
円
に
分
か
れ
て

い
ま
す
。
な
お
、
そ
の
額
が
住
宅
の

取
得
に
必
要
な
資
金
の
八
十
パ
ー
セ

ン
ト
を
こ
え
る
と
き
は
八
十
パ
ー
セ

ン
ト
に
相
当
す
る
額
が
限
度
額
と
な

り
ま
す
。

九
月
十
日
は

全
国
下
水
道
促
進
デ

l

私
た
ち
が
生
活
を
営
む
う
え
で
、
下
水
道
で
す
。
町
内
で
も
下
水
道
工

水
は
ど
う
し
て
も
欠
か
す
ζ

と
が
で
事
の
一
環
と
し
て
西
条
地
内
を
流
れ

き
ま
せ
ん
。
一
度
使
用
し
た
水
を
下
る
道
川
の
改
修
工
事
が
行
わ
れ
て
い

水
と
し
て
河
川
な
ど
に
そ
の
ま
ま
流
ま
す
。

す
と
、
水
質
を
汚
濁
さ
せ
環
境
を
破
私
た
ち
も
将
来
に
む
か
つ
て
下
水

壊
さ
せ
ま
す
。
そ
う
し
た
汚
水
を
集
道
に
対
す
る
理
解
と
関
心
を
深
め
る

め
て
処
理
し
、
き
れ
い
な
水
に
し
て
ル
主
ハ
に
、
現
在
地
域
を
流
れ
る
川
や

自
然
界
に
も
ど
す
役
目
を
す
る
の
が
水
路
の
美
化
と
水
質
の
汚
濁
防
止
に

協
力
し
ま
し
ょ
う
。

夏
休
み
明
け
の
子
ど
も
の
健
康
に
つ
い
て

長
い
夏
休
み
が
終
り
、
い
よ
い
よ

堂
習
に
も
運
動

F
S絶
好
の
季
節
が

や
っ
て
き
ま
す
。

家
庭
中
心
で
あ
る
募
係
み
中
の
子

ど
も
の
生
活
は
、
や
や
も
す
る
と
規

律
が
乱
れ
が
ち
で
、
休
み
が
明
け
て

再
び
学
校
中
心
の
生
活
花
正
し
く
順

応
す
る
た
め
に
は
、
特
に
健
康
に
か

か
わ
る
点
に
十
分
配
慮
す
る
こ
と
が

大
切
で
す
。

そ
こ
で
、
一
男
体
み
明
け
の
子
ど
も

の
健
康
に
関
し
次
の
こ
と
に
気
を
つ

け
ま
し
ょ
う
。

一
、
単
校
生
活
を
中
心
と
し
た
規
律

あ
る
生
活
の
確
認

二
、
栄
養
、
運
動
、
休
養
の
パ
ラ
ン

ス
の
港
撞
付

三
、
疾
病
室
常
)
の
治
癒
状
況
の

確
認

四
、
生
活
環
境
の
変
化
と
事
故
災
害

の
防
止

健
康
生
活
の
基
盤
は
、
い
つ
、
い

か
な
る
時
も
「
規
律
あ
る
生
活
」
の

密
接
で
す
。
夏
体
み
に
入
る
時
と
は

庭
対
花
、
家
庭
か
ら
学
校
中
心
の
生

活
へ
の
切
り
か
え
で
、
や
や
も
す
れ

ば
乱
れ
が
ち
な
厚
体
み
中
の
生
活
時

聞
を
正
常
に
も
ど
す
乙
と
が
第
一
に

重
要
な
課
題
と
な
り
ま
す
。
次
花
、

乙
の
規
律
あ
る
生
活
の
な
か
で
、
夏

休
み
中
鍛
え
た
心
身
を
維
持
増
進
す

る
た
め
に
、
適
度
の
運
動
と
休
養
に

よ
り
食
欲
を
増
進
し
、
生
き
生
き
し

た
、
実
り
の
あ
る
健
康
生
活
を
送
ら

せ
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
最
後
に
、
長
期
間
治
療
を
要
し

た
疾
病
か
再
発
し
な
い
よ
う
確
か
め
、

注
意
す
る
と
と
も
に
、
長
期
休
暇
中

に
お
け
る
生
活
環
境
の
変
化
等
に
伴

立
父
通
事
故
等
の
防
止
に
も
十
分
注

意
す
る
こ
と
が
た
い
せ
つ
で
す
。

日炎相政イ寸
担
談
員

堀
之
内
敏
男

昭
和
町
西
条
四
二
二
三

ム
開
設
日
毎
月
第
一
、
第
三
月
曜
日

時
間
午
後
一
時
J
午
後
三
時

場
所
中
央
公
民
館

ム
相
談
日
以
外
の
相
談
は
、
自
宅
で

も
申
し
受
け
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
、
お
出
掛
け
下
さ
い
。

担
談
料
は
無
料
で
す
。



(6) 

文

化

協

会

だ
よ
り

郷
土
研
究
部
、
盆
栽
部

新
設
に
と
も
な
い
会
員
募
集

各
文
化
部
門
で
は
活
発
に
活
動
が
郷
土
再
発
見
を
お
も
に
、
県
内
文
化

行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
か
ね
て
か
ら
財
見
挙
参
加
な
ど
が
計
画
さ
れ
て
い

愛
好
者
か
ら
の
希
望
の
あ
っ
た
、
郷
ま
す
。

土
研
究
部
及
び
盆
栽
部
が
こ
の
た
び
ま
た
盆
栽
部
も
部
落
の
愛
好
者
会

新
設
さ
れ
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
の
集
団
や
個
人
の
参
加
を
求
め
研
究

郷
土
研
究
部
に
お
い
て
は
、
町
に
会
、
町
内
の
展
示
会
、
交
換
会
な
ど

文
化
財
審
議
会
が
発
足
さ
れ
た
の
を
が
活
動
計
画
で
す
。

機
会
民
、
郷
土
文
化
財
の
歴
史
芯
ど
月
一
回
は
例
会
を
も
ち
趣
味
を
通

報広町和昭

俳

部

句

秀

作

梅
雨
晴
や
花
び
ら
め
き
て
蝶
あ
ま
た

清
水

私たちの作品

お
さ
な
名
で
呼
び
合
い
父
母
の
墓
洗
う

松
岡

花
ぎ
く
ろ
赤
し
不
幸
は
予
告
な
く

清
水

佳

作

親
燕
羽
持
ち
も
か
ろ
く
梅
雨
晴
る

上
田

大
夕
焼
は
ず
せ
ば
光
る
ネ
ッ
ク
レ
ス

内
藤
ふ
く
次

こ
と
ば
芯
く
ゐ
て
満
ち
足
り
し
梅
雨
の
晴

輿
石
さ
だ
代

梅
雨
の
晴
二
度
濯
ぎ
干
し
厨
C
と

河
野

壁
に
貼
る
暑
中
休
暇
の
プ
ラ
ン
な
り

霊

遠
雷
の
一
と
し
き
り
な
り
残
り
梅
雨

河
田

梅
雨
晴
や
朝
の
樹
海
を
風
わ
た
る

丸
山

年
江準喜

水
栄
月

美
子

丑
寅

好
子

晋

玉

し
会
員
相
互
の
親
睦
と
交
流
を
は
か

っ
て
い
く
予
定
で
す。

な
お
、
川
柳
部
、
俳
句
部
、
短
歌

部
、
囲
碁
部
、
将
棋
部
、
華
道
部
、

コ
ー
ラ
ス
部
、
写
真
部
、
民
踊
部
、

絵
画
部
、
書
道
部
、
詩
吟
部
、
社
交

ダ
ン
ス
部
と
い
ろ
い
ろ
の
部
が
あ
り

入
部
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

入
部
希
望
の
あ
る
か
た
は
教
育
委
員

会
事
務
局
(
電
話
三
七
三
七
番
)
ま

で
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

母
子
健
康
手
帳
交
付
と

妊
婦
相
談
日

危
険
物
処
理
上
の

開
放
日
追
加

九
月
三
日
(
土
)
午
前
九
時
j
十
二
時

十
七
日
(
土
)

十
月
一
日
(
土
)

十
五
日
(
土
)

持
参
す
る
も
の

。
印
鑑

※
母
子
保
健
法
に
よ
り
本
人
の
届

出
に
よ
り
母
子
健
康
王
帳
の
交
付

を
致
し
ま
す
の
で
、
特
に
証
明
書

等
は
な
く
て
も
結
構
で
す
。

マ
危
険
物
処
理
に
つ
い
て
は
、
現
在

相
越
地
内
の
場
所
が
指
定
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
ほ
ど
今
ま
で
の
開
放
日

の
ほ
か
、
第
三
土
曜
日
が
追
加
に
な

り
ま
し
た
の
で
御
利
用
下
さ
い
。

毎
月

第
一
土
曜
日
、
第
三
土
曜
日
(
新
)

第
三
日
曜
日

※
開
放
時
間
は
午
前
八
時
三
十
分

か
ら
午
前
十
二
時
ま
で
で
す
。

方~rL)昭
和
五
十
二
年

六
月
二
十
五
日
以
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